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1．はじめに
　東日本大震災から十年になる。原子力発電所の事故が放送されている場面では「自分に何がで
きるのか」と何度も無力感に苛まれた。しかし、私にできることは、教員として目の前の子ども
たちと精一杯向き合うことだけである。では、子どもたちにどのような力を身に付けさせれば
よいのか。悩んでいた時に、福島県須賀川市立白方小学校（筆者の前任校、以下、白方小）で
ESDに出合った。白方小では、平成27年度に福島ESDコンソーシアムに参加し、法政大学の坂
本旬教授に協力をいただいてネパールのチャンディカデビ小学校とビデオレターで交流を行っ
た。東日本大震災を経験した白方小の子どもたちが、同様の震災があったネパールを元気づけた
いという動機からである。それをきっかけに、メディア情報リテラシーについても研究が深まっ
てきた。私は、ネパールとの交流を経験したことで「外国の方と交流し、協力する力が身に付け
ば、今後、子どもたちに困難なことが降りかかってきても、乗り越えることができるかもしれな
い」と考えるようになった。「子どもたちが自ら問題を発見し、友だちと共に解決していく。そ
して、外国の方と交流して互いの文化を理解し、協力して何かを成し遂げることができたら素敵
だ」そのようなことを考えながら授業を進めるようになった。さて、本実践は、平成29年度の
白方小5年生の学習の様子である。まずは、給食のデザートで青梅のゼリーが出た時の筆者とH
男とのやりとりから紹介したい。
H男　「先生！このゼリー、フードマイレージが高い！」
教師　「え！どうして、そう思ったのかな」
H男　「だって、ふたに和歌山県って書いてあるもん」
教師　「なるほど！和歌山県、遠いところだね」
　フードマイレージとは、食材が産地から消費地まで運ばれるまでの、燃料や二酸化炭素の量と
移動距離を指標にしたものである。8～9月にかけてフードマイレージについて調べたことを、H
男はしっかり覚えていた。その時、子どもたちが解決したいと思って調べたことは、頭に残るも
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のだと実感した。このように子どもたちの学びに火がつけば、学習はどんどん主体的になる。そ
れでは、白方小5年生の総合的な学習の時間を中心に、子どもたちがどのようにして学び、ビデ
オレターを作成したのかについて述べていく。
2．「問い」で子どもたちの学びに火をつける
　白方小第5学年の総合的な学習の時間は「環境」をテーマとすることが決まっていた。そこ
で、学習を始める際に、白方小周辺の写真を数枚見せた。そして、その写真から子どもたちが
「環境」という言葉を中心にイメージマップを描いた。すると、たくさん出てきた言葉は、田ん
ぼ、畑、森林だった。白方小は、福島県の中央部にある須賀川市の西部に位置し、稲作がとても
盛んな地域である。
　次に、子どもたちの実態を把握するためのアンケート調査を実施した。その結果、5年生の子
どもたちには「米」が身近過ぎるためか、米作りの手伝いをした経験がなかったり、米作りにつ
いて知らなかったりすることがあると分かった。同時に、子どもたちは「白方のお米はおいし
い」ということに誇りをもっていることが分かった。どの家庭もお米をスーパーマーケットで買
わずに、自分の家や地区でできたお米を食べていたからである。アンケートの結果を見た子ども
たちから出てきた疑問（問い）は「どうして白方では、おいしいお米が採れるのかな？」だっ
た。震災以前は学校の近くに学習田があり、学校で米作りをしていたと聞いたが、震災以降は放
射性物質の影響で実施できていなかった。そこで、米について学習し、その内容を動画で発信
したいという考えが子どもたちから出された。平成27～28年度の2年間、筆者が担任した6年生
がビデオレターで外国と交流してきた様子を見ていたこともあると思う。そこで、テーマを「白
方のお米のよさを世界に広げようプロジェクト」とし、お米について学習を深め、そのことを世
界へ発信する学習を進めることにした。お米について調べることが決まると「水田の様子や家の
人へのインタビューを撮影したい」「家の田んぼを撮影したい」という子どもたちが出てきたの
で、数名の子どもたちにiPadを持ち帰って撮影してもらうことにした。学習に火がついた瞬間で
あった。
3．ESDカレンダーでカリキュラムの修正
　次ページの図は、平成29年度白方小学校5年生のESDカレンダーである（図1）。ESDカレン
ダーは、担任が1年間を見通し、教科横断的に学習を進めるために各学年で作成しているもので
ある。手島氏は「学校における教科・領域の学習にも、その教科等だけで閉じることなく、他の
教科や領域と『つながって学ぶこと』を通して、新たな気づきを生み出す創造性が求められま
す。そしてここに、深い学びが生まれるのです」（1）と述べている。ESDカレンダーは本実践を進
める上で必要不可欠であった。筆者は「米作り」と、社会科の「食料生産」や「環境」、道徳で
扱う「自然愛」や「国際理解」、そして、外国語科と関連付けてビデオレターを作ることができ
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ると考えた。特に、社会科の米作りの学習は前倒しで行い、総合的な学習の時間の調べ学習と同
時並行で進めることができるようにした。このように、各教科等の関連を考え、適宜修正を加え
ながらカリキュラム・マネジメントを行っていった。
4．調べ学習と米作り
　まだ学習田を使用することはできなかったため、子どもたちがアイデアを出し合い、衣装ケー
スで、共同でお米を作ることになった。「土はどうしたらいいのかな？」と、子どもたちに問い
かけると、おうちの方へのインタビューやインターネットから調べた知識を出し合い、「先生、
鹿沼土と赤玉土が欲しい」「黒土も必要だと思う」「混ぜる比率も分かったよ」と教師に必要なも
のを伝えてきた。学校で必要なものを揃えると「苗は、僕の家の余りをもらってくるよ」と、
あっという間に自分たちで田植えまで進めてしまったのである。「おいしいお米を作るにはどう
したらいいのかな」という問いをもち、実際に田んぼを作るという活動を行ったことで、子ども
たちの学びに火がついたのだ。さらに「みんなしか知らないとっておきの情報を集めよう」と教
師が働きかけることで、子どもたちは一生懸命に調べ学習を始め、家で再びインタビューを撮っ
てくる子どももいたのであた。
　調べたことを基に、7月にはポスターセッションを行った。ちょうど須賀川市教育委員会の先
生方も来ていたため、その方々にも発表を聞いていただいた。ここで、練習や本番での活動を通
図1　平成29年度白方小学校5年生ESDカレンダー
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し、話し方のスキルを身に付けることができた。まだ、話す相手によって内容を加えたり、聞き
手の反応を見ながら説明をしたりすることはできなかったが、相手意識をもって伝えることがで
きるようになってきた。冒頭に給食のエピソードで紹介したH男は、ぼそぼそと話すことしかで
きなかったが、自分が調べたことを話す経験や、ポスターセッションで説明を何度も繰り返した
ことにより「わかった？」「ここまで大丈夫？」と聞き手に確認しながら話すことができるよう
になった。大きな成長である。
　ある時、世界の米料理を調べていたグループは、ネパールも米が主食であることに気が付い
た。教師がそのことを学級全体に広めると、T男は、自分の兄が、平成27年度にネパールと交流
していたことを思い出し、ネパールと交流をしたいと言い出した。そこで、ネパールの稲作の様
子について、坂本旬教授に教えていただくことにした。さて、そのようにして調べ学習をしなが
ら稲を育てていると、その稲は7月頃まではぐんぐん成長したのだが、途中で元気がなくなった
り、病気がちになったりする稲が出てきた。心配した子どもたちの中から「米作りをしているお
うちの人や、米作りをよく知っている人に見てもらいたい」という考えが出てきた。そこで、地
域で米作りを行っている方に学校へ来ていただき、見ていただいて米作りのアドバイスをしても
らった。また、地域でネパールにゆかりのある方がおり、ちょうどホームステイに来ていたネ
パールのご家族にきていただいた。ネパールの生活の様子、文化、歌、そして、稲作の様子につ
いて詳しく教えていただいたことで、ますま
す子どもたちの「交流したい」という気持ち
の高まりが感じられた。
　10月下旬には、例年「白方フェスタ」と
いう学校行事がある。地域の方々や保護者に
向けて、これまで学習してきたことを発信す
る機会である。発表する内容を計画する時間
に、Ｒ子が「1年生が聞いても、お年寄りが
聞いても分かるように伝えたい」と話してい
た。誰に伝えるのかという相手意識をもつこ
写真1　衣装ケースに田植えするよ 写真2　ポスターセッションで発表するＨ
写真3　ネパールのご家族が来てくれたよ
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とは、とても大切なことである。そこで、授
業者（筆者）は、Ｒ子の思いに寄り添い、そ
の考えを学級全体に広げたことで「どうやっ
たらみんなに分かりやすく伝えられるのか
な？」という目標（問い）を共有した。そ
して、お米について学習したことを劇仕立て
にして発表することにした。米（こめ）レ
ンジャーが米作りのトラブルを解決したり、
アドバイスをしたりしてくれるというストー
リーである。ステージの背景には、これまで
撮影してきた衣装ケースの田んぼや、インタビュー等の映像と写真を使った。また、セリフは子
どもたちがグループごとに考えて決めた。セリフを決めた段階では発表することが恥ずかしいと
言っていた何人かの子どもたちも、当日に向けて気持ちが盛り上がり「米レンジャー」を精一杯
演じることができた。子どもたちは「白方フェスタ」での発表により、劇仕立てにしたり、伝え
たいことに合わせて映像や写真を使って説明したりと、調べたことを発信する方法には様々な方
法があることを学んだ。そして、発表のスキルも身に付けることができたのである。
5．ビデオレター作成開始
　10月下旬から、いよいよビデオレターの作成に取りかかった。これから新しい映像を撮影す
るのではなく、今までの学習で撮りためてきた映像や写真を編集して作成することにした。ビデ
オレターの内容は①稲の育て方、②米の自給率、③稲の品種と水田の様子、④日本の伝統的な米
料理の4本である。5年生の子どもたちにとっては、動画の編集が初めての活動だったため、操
作はすぐに覚えたものの、内容を考えることについては、とても時間がかかった。また「ネパー
ルの小学生は日本語を知らないから、できるだけ英語を使った方がいいよ」「イラストで説明し
たら分かりやすいと思うな」「グラフや表を使いたいな」などのアイデアがたくさん出てきた。
それらのアイデアを生かしながら作成を進めていった。
　そして、11月にはビデオレターの中間発表会を行った。白方小の6年生とその授業を参観して
いた同地区の小・中学校の先生方に、完成したビデオレターを見てもらい（地区の授業研究会で
ある）意見をいただいてよりよいものを作っていこうという計画である。ビデオレターを見てく
れた6年生は、年度当初からアメリカへ向けてビデオレターを作成し、坂本旬教授に指導を受け
てきたため、たくさんの参考になるアドバイスをしてくれた。中間発表は、まず、映像を見ても
らい、何を伝えたいのかをノーヒントのクイズ形式で答えてもらうことにした。これも子どもた
ちのアイデアである。このクイズ形式はとてもよかったが、子どもたちは、大きな挫折を味わっ
た。なかなかメッセージが伝わっていないことに気付いたからである。そこで、5年生の子ども
たちは、すっかり落ち込んでしまった。また、参観者の先生方からも「この状態でメッセージ
写真4　お米のことなら米レンジャーに任せて
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を伝えるのは難しいと思う」という意見がた
くさん出された。筆者も子どもたち任せにし
た部分が多く、もっと指導をするべきだった
と感じた。映像作りの学習は初めてであった
ため、教師の指導と子どもたちの考えのバラ
ンスが大切だと反省した。子どもたちと同様
に、私自身とても悔しかった。
　子どもたちは、授業を参観した先生方や6
年生からもらったたくさんのアドバイスの付
箋を読み、もう一度ビデオレターの内容につ
いて話し合った。まずは、アドバイスの内容によって付箋を島分けし、よかった点や直すべき点
を模造紙に書き込みながら改善策を考えていった。子どもたちの学びには再び火がつき「どうす
れば、もっと分かりやすいビデオレターになるかな」という問いが生まれ、進んでビデオレター
の修正を進めていくことができた。
　具体的な修正点としては、より分かりやすくするために、ビデオレターで伝える内容を精選
し、全て日本語へと変更した。これまでは、英語と日本語が混じっており、かえって分かりにく
くなってしまっていたためである。子どもたちは、まず日本語できちんと伝えられていなければ
ならないと考えたのだ。そして、ネパールで上映する際には、坂本教授に解説を加えながらビデ
オレターを流してもらうことにした。また、写真や字幕、そして説明の言葉を追加し、より詳し
くした。できるだけ少ない言葉で伝えようと努力していたが、言葉が少ないためにどうしても伝
わらない部分があったためである。また、白方のお米を通して自分たちは何を伝えたいのか、も
う一度話し合った。そこで、最後のメッセージを全員で付け足すことにした。
　
6．ビデオレターで何を伝えるのか
　5年生子どもたちがビデオレターにこめたメッセージは、以下の3つである。
　一つ目は「白方のお米のよさ」である。白方の米には歴史やおいしさの秘密があり、調べ学習
を通して知識を得たり、地域の人々とかかわったりすることによって、そのよさに改めて気付く
ことができたのである。将来「白方を離れても地元の米を送ってもらう」と言っている子どもも
いた。また、5年生が白方小学校全家庭にとったアンケート調査では、84％の家庭が地元産のお
米を食べていた。
　二つ目は「地産地消」である。フードマイレージについても興味を持った子ども達は二酸化
炭素と地球温暖化との関係等、「環境」についても学習を深めることができた。地産地消をすれ
ば、フードマイレージも低くなるということである。フードマイレージは、社会科の「物流」の
単元とも関連付けて学習を進めることができた。
　三つ目は「地域の良さを大切にしてほしい」ということである。ここには、返信のビデオレ
写真5　どうしたら分かりやすくなるかな
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ターでネパールのよさを教えてほしいという
意味も込められている。作成したビデオレ
ターは最終的に10分になった。音楽も自分達
でオルゴールを持ってきたり、演奏したりし
て付けた。これら三つのことを、ネパールの
小学生をイメージしながら作成した。
　白方小には、特色ある教育活動により、1
月に専門講師の方を招いて「コンピュータ指
導」の授業がある。この機会に、これまでの
学習をWordを使ってレポートにまとめ、学
びの足跡を残すことにした。そして、ネパールからの返事を待った。坂本教授は、カンボジア、
そしてネパールへ映像を届けてくださった。
　2月、待ちに待ったネパールからの返信ビデオレターを見た子ども達は、日本とネパールとの
文化の違いに驚いていた。ここで詳しく述べることはできないが、映像を読み解くことも、また
素晴らしい学習である。さらに、坂本教授は、ネパールのお米も数種類届けてくれた。形も色も
日本のものとは異なっていた。そこで、家庭科でごはんとみそ汁をつくった学習を生かし、お米
を炊いて食べてみた。子どもたちからは、品種の違いにより味やかたさ、粘り気が違うことがよ
く分かったという感想が出てきた。また、自主学習でネパールの料理について毎日調べてくる子
どももいた。ビデオレターの返信をもらったことで、子どもたちの中に伝えたいことがさらにた
くさん生まれ、学び続けたいという気持ちが高まってきたと筆者は見取った。このような学習経
験を積み重ねていくことが大切なのだと思う。これは、ただの国際交流ではない。互いの地域の
よさを見付け、誇りに思うことを伝え合う「心の交流」である。自分たちで作ったビデオレター
だからこそ、伝わるものや、感じるものがある。これが、遠く離れていても協力する力になって
いくと考えている。
　
7．他学年の学びを見て、みんなで成長していく学校
　ここで、当時の6年生の実践について紹介したい。6年生は、ドローンで学校の周辺を撮影し、
地区の様子や、日本のことを伝えるビデオレターを作成した。6年生は、地域のよさを伝えるた
め「味噌」に目を付け、実際に地域の方の協力を得て自家製の味噌を作り、お世話になった方を
招いて「みそフェス」というイベントを開催した。白方小の全校生もビデオレターの発表会や味
噌汁の試食、スタンプラリーに参加し、全校で味噌の素晴らしさを知ることができた。6年生の
主体的な学習の成果だった。大きなイベントを自分たちで運営する6年生の姿を見た子どもたち
は、「6年生の企画はすごい！」「来年は、自分たちも調べたことを生かして大きなイベントをや
りたい」という感想が聞こえてきた。他学年の発表や活動を見ることはとてもよい刺激になっ
た。白方フェスタを始め、各学年の校内発表会を見ることで、子どもたちが「来年はあんなこと
写真6　ネパールのお米を観察するＨ男
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やりたい！」「次は、もっとすごいこと調べ
たい！」と思う気持ちが、白方小の子どもた
ちに受け継がれている。そして、子どもたち
の学びは、毎年進化していく。
8．成果と課題
　
　この章では、平成29年度の成果と課題を具
体的に述べていきたい。
（1）地域の良さを発見することができたこと
　子どもたちは、白方地区はおいしい米作りに最適であり、その伝統を地域の方々がずっと
守ってきたことを学ぶことができた。
（2）一人一人が考えを持ち、伝え合うことができるようになってきたこと
　子どもたちの調べたいことを大切にし、とっておきの情報を伝え合う学習を大切にしてき
た。そうすることで、子どもたちは、ほかの人にも伝えたいという思いが強くなり、もっと
たくさん発信したいという気持ちをもつことができた。
（3）異文化理解と世界とのつながりを感じることができたこと
　日本とネパールのように、文化が違っても互いに理解し合い、協力しようという考えが子
どもたちから出てきた。何か一つのことを協力して成し遂げる経験ができればさらによかっ
たと思う。それは、一緒に音楽を演奏したり、絵を描いたりと簡単なことでもよいと思った。
（4）映像で伝えることの良さと難しさを実感できたこと
　自分の思いや考えを交流し合うことの大切さを知り、そのスキルが少しずつ身に付いてき
た。特に 5・6年生でビデオレターを作成し、2学期の白方フェスタや校内発表会を行った
ことで、下級生の「自分もやってみたい」という気持ちを育てることができた。他学年の姿
を見て「来年はこうしたい」という気持ちが子どもたちの中に脈々と流れ、根付いているこ
とは白方小学校の強みとなっている。
9．最後に
　子どもたちの学びに火をつけ、問題解決的な学習（問い）を大切にすることで、子どもたちが
「私たちはすごいことやったぞ」と、自分自身で思えるようにしたいと考え、学習を進めてきた。
H男のように学習になかなか前向きになることができなかった子どもも「問い」を解決するプロ
セスを経ることで、どんどん主体的になっていく。本実践のような学習を今後も継続していくこ
とで、答えのない問題に出合った時も仲間と協力して乗り越えることができるようになっていく
と思う。
　筆者も、今後さらに授業実践を中心に研究を積み重ね、未曽有の災害が起きても協力して乗り
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越える力を身に付けさせるためにはどうすればよいのかを考え続けていきたい。
──────────────
（1）手島利夫「学校発・ESDの学び」教育出版、2017
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